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環境研究総合推進費 研究概要・概要図 
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研究の概要 

マイクロ・ナノプラスチック（MP・NP）は生態系への分布・影響を中心に関心が高まってきたが、最

近人体にも無視できない量が取り込まれていることが明らかになった。特に NPはヒト細胞に直接取

り込まれると考えられ、腸管壁・気道壁のみならず胎盤関門や脳血液関門も通過することが懸念され

ている。また近年、胎盤や胎児組織、さらには死後脳組織からの検出報告が相次ぎ、曝露による健康

影響に関する社会的関心が急速に高まっている。特に、流産や早産との関連、神経発達への影響、神

経疾患との関連等、発達期曝露による有害性を示唆する知見が蓄積しつつあり、母子保健の観点から

早急な科学的評価が求められている。これまでの研究は動物実験や培養細胞を用いた基礎的知見が中

心であり、実際のヒト曝露実態や粒径・材質の違いによる影響を総合的に理解するには不十分であっ

た。本研究では、環境科学・毒性学・分析化学・生物物理学など異分野の専門家が連携し、新規技術

開発を行うことで母体から胎児、さらに成長後に至るまでの影響を多面的に解明する技術基盤を構築

することを目指す。具体的には(1)疫学調査試料を用いた曝露量の解析、(2)実環境測定による曝露実

態の推定、(3)非ヒト霊長類を用いた ADMET（吸収・分布・代謝・排泄・毒性）の精密検証、(4)母体

および胎盤への蓄積と障害メカニズムの解明、(5)発達期の情動・認知機能への影響評価、(6)生活習

慣病や神経変性疾患など後発的影響の検討を進める。さらに、ヒト疫学調査との連携により実際の生

活環境を加味した曝露実験を行い、現実的かつ政策的に有用なリスク評価の実現を目指して実証実験

を行う。こうして得られる知見は、科学的根拠に基づく政策立案の観点から環境省の施策形成に直結

し、将来的な規制やガイドライン策定に資するもので、母子保健の向上と次世代の健康維持、持続可

能な社会形成に大きく貢献することを目指す。 
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研究の全体概要図 
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